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　子どもの成長　
[image: https://1.bp.blogspot.com/-8FUEz6vBnoQ/X7zMVAuhQMI/AAAAAAABcZ0/VI1Z9eN76pIj2rfHshveNbFoMKubXYTpACNcBGAsYHQ/s691/baby_role_towel_utsubuse.png]昨年6月、私にも孫が生まれました。一緒には住んでいませんが、近所で、遊びに来たり、行ったりと、結構頻繁に会っています。始めは寝てばかりの子が、首がすわり、寝返りができるようになり、寝返りしても顔があがらず、泣いていた子が、もう今では、ハイハイまでとはいきませんが、スムーズに寝返りをして、顔をあげ、すりすりとよってきます。これからも成長が楽しみです。
我が子の時は、なかなか余裕がありませんでした。しかし、子育ては、本当に大変
ですが、親としては、子どもがいないと子どもを育てるという経験はできませんので、
本当にいい経験をさせてもらっている、させてもらってきたと思います。
学校の教員としても、たくさんの子ども達たちと関わらせていただき、いろいろな経
験をさせてもらい感謝しています。これからも微力ながら、子ども達の成長に携わらせていただきたいと思います。　　　
　子どものころの「失敗」は財産　
東京大学で「失敗学」という新しい学問に取り組んだ畑村洋太郎名誉教授によると、挫折を知らず順風満帆な人生を歩んできた東大生の多くには、失敗を恐れてしまう傾向があるようです。それゆえ、畑村名誉教授は失敗を「ワクチン」にたとえ、親は子どもにたくさん失敗の経験をさせることで、心と体に「失敗」という抗体をつくっておこうと唱えています。子どもが「失敗」を成長の糧にできるようにするには、親がどう対応してあげるのがよいのでしょうか？
〇【その１】先回りしない
　子どもの失敗を心配するあまり、先回りして障害物を取り除いたり失敗から守ろうとしたりする親は「ヘリコプターペアレント」と呼ばれ、子どもを無気力にしてしまうことがあります。アメリカのメアリ
ー・ワシントン大学が2013年に行った調査では、ヘリコプターペアレントに育てられた大学生はうつ病になりやすいという報告がありました。畑村名誉教授は「失敗は一見遠回りに見えるが、そこから答えを模索していくやり方の方が、どんな場合にも柔軟に対応できる本物の力が身につく」といっています。
〇【その２】失敗談を伝える
　子ども達が失敗や周囲の目を恐れないようになるためには、「親自身もしょっちゅう失敗すること」や「自分がどんな失敗をして、どうくぐりぬけてきたか」を伝えてあげるのが効果的です。失敗談を笑い飛ばすくらいの余裕を見せておくと、子どもは失敗を怖がらなくなります。
〇【その３】自分で目標を決めさせる
　好きなことや興味のあることについて自分で目標を決めると、子どもは途中で失敗しても目標のためにがんばろうと思えます。
〇【その４】信じて見守る
　失敗をしたときにいちばん苦しいのは子ども自身です。そんなときに「もっと頑張れ」と声をかけても追い詰めるだけです。「親ができることはおいしいごはんで物理的にエネルギーを回復させ、子どものことを信じて見守ってやることだ」と畑村名誉許教授はいいます。
〇【その５】「失敗＝改善の機会」と理解させる
　スタンフォード大学の発達心理学者キャロル・S・ドウエック教授は、失敗を「改善の機会」ととらえられる人は、失敗してもあきらめずに粘り強く挑戦を続けられるといっています。子どもを才能や結果で評価せず、挑戦し続けるプロセスをほめ、子ども自身が「まだできていないだけで、努力すればきっとできるようになる！」と考えられるよう勇気づけます。さらに、ドウエック教授の実験では「もっとうまくいく方法はあったかな？」といった声かけをすると、子どもは自分なりに改善を考え、もっと努力することがわかりました。
　加藤紀子『子育てベスト100「最先端の新常識×子どもに一番大事なこと」が1冊で全部丸わかり』より
３月の主な行事予定家庭訪問予定
4月１２日（月）１３日（火）〰大鷺巣・高畑　　　　　
１４日（水）〰小鷺巣・寺柱 　　　　  
１５日（木）〰寺柱　[１６日（金）〰予備日]

３月　３日（水）みまたの日　　　　　 　　
　　　　９日（火）委員会活動（反省）　　　　　
１２日（金）お別れ遠足、弁当の日 　　　　  
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２６日（金）修了式　　　　　　　　　　 　　 　
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 	本校のALTはナイジェルです。とってもフレンドリーで昼休みもよく子ども達と遊んでくれます。


	



中学校の石井栄養教諭が6年生に食育授業で「市販の食品は、どんなことに気をつけて利用すればよいのだろうか」という学習問題で授業をしてくださいました。
　　　　



		
	

[image: C:\Users\miyamura-kouchou\Desktop\s-写真（版画２）.jpg]図画工作、版画の授業の様子です。以前の彫刻刀とは違い、今は、ストッパーがついていて、怪我をしにくい工夫がされています。細かい部分まで懸命にほっていました。
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6年生の理科の時間に、プログラミングをやっていました。プログラミング思考はこれから大事になってきます。子ども達の習得のスピードは素晴らしいです。




		１２日に4月から入学してくる保護者対象の新入学児保護者説明会を実施いたしました。同時に新入児童の体験入学もあり、緊張の面持ちでしたが、幼稚園・保育園、ご家庭でも、しっかり指導されていることがよくわかりました。新入児童は３１名、2学級になる予定です。








[image: C:\Users\miyamura-kouchou\Desktop\s-IMG_6981.jpg][image: C:\Users\miyamura-kouchou\Desktop\s-IMG_6982.jpg][image: C:\Users\miyamura-kouchou\Desktop\s-IMG_6980.jpg]			
image3.jpeg




image4.jpeg




image5.jpeg




image6.jpeg




image7.jpeg




image8.jpeg




image9.jpeg




image1.emf



image2.png




